
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンデンフラワーのハーブティに使用されるは、 

花の部分と苞(ホウ)という部分を乾燥させたものです。 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
①花摘みをします。 

②きれいに洗って２週間ほどしっかり乾燥させます。 

③乾燥したものは細かく刻んでパッケージ詰めにすれば
完成です。 

 

  

 

 

ここが 
花と 
苞(ホウ)です 



 

 

西洋菩提樹の木は１９９９年アリス草薙の開設時に日独文化交流育英会より

３０本寄贈されました。（※現在日本でこれほどのたくさんの西洋菩提樹の木を

一度に見られる場所はアリス草薙だけです。） 

西洋菩提樹は２００6 年ごろから１本ずつ花をつけ始め、２００８年には  

テレビ局と静岡新聞の取材にも来ていただきました。 
 

    

            放送を見る利用者様→ 

こうして一年ごとに花をつける木の数は増えていき、毎年花のついている 

木を探すのが楽しみとなりました。 

そして２０１４年ほとんどの木が花を付け、初のハーブティ作りに成功しまし

た。前施設長水村博光と千恵子夫人の「花が咲いたら、ハーブティにして利用者

様に飲んでいただきたい、穏やかな気持ちにさせるこのハーブティはアリス草薙

にピッタリだから」の思いがかなった記念すべき日となりました。 

今では施設の高さにまで成長。５月末から６月にかけて花が咲き、この期間は

とても穏やかな甘い香りで施設を包んでくれています。 

 

←取材風景 


